
在特会・日本第一党の桜井誠氏は、どうして朝鮮人を極めて過激な表現で攻撃する

のでしょうか。単純に過去の歴史問題とは思えません。 

ChatGPT: 

とても重要で複雑なテーマですね。桜井誠（本名：高田誠）氏が在日コリアン（朝鮮・韓

国系住民）に対して非常に過激な発言や行動を繰り返してきた背景には、いくつかの

層が絡み合っています。単なる「過去の歴史問題」だけでは説明しきれない、社会的・

心理的・政治的な要因が存在します。順を追って説明します。 

 

1. 「在日特権」論を中心とした政治的イデオロギー 

桜井氏は「在日特権」という言葉を使い、在日韓国・朝鮮人が「不当な優遇」を受けて

いるという主張を繰り返してきました。 

しかし学術的・行政的な検証では、こうした「特権」とされるものの多くは誤解や誇張に

基づいており、実際には戦後の法的地位や社会保障制度の複雑さに由来します。 

彼の運動は、社会の不公平感を「在日」への敵意として可視化・動員することで支持

を集める「ポピュリズム政治」の一形態です。 

 

2. ネット世代と匿名文化の影響 

2000 年代後半、インターネット掲示板（特に「2 ちゃんねる」）で広まった「嫌韓」言説を

背景に、桜井氏は「ネットの声を代弁する存在」として登場しました。 

彼の発言は、ネット上の攻撃的言葉をそのまま現実の街頭で可視化したものであり、

「日常で感じる不満を代弁してくれる人物」として一部にカタルシスを与えました。 

つまり、桜井氏の過激さは、**インターネット文化の“現実への越境”**という現象の

象徴でもあります。 

 

3. 戦後社会への反発と「逆被害者意識」 

桜井氏の発言には「日本人が長年、在日や左翼によって抑圧されてきた」という「逆

被害者意識」が見られます。 

これは、戦後民主主義や戦後補償に対する反発と結びつき、「加害者としての日本」



という歴史観を否定し、「被害を受けた日本人」という物語を作り出す心理的メカニズ

ムです。 

この構造は、世界各国で極右運動が利用する「失われた誇りの回復」という感情と共

通しています。 

 

4. 社会的背景：格差・孤立・排外のはけ口 

リーマンショック以降の不安定な経済状況、非正規雇用の拡大、地域共同体の希薄

化などが進む中で、桜井氏のような過激なメッセージは「自分より弱い誰かを攻撃す

ることで安心を得る」形の感情的な受け皿になりました。 

つまり、彼の言説は社会的な不安や疎外感のはけ口として機能している面がありま

す。 

 

5. 宗教的・民族的憎悪というよりは「政治的演出」 

桜井氏自身は、個人的な宗教的憎悪や民族的狂信というより、政治的戦略として過

激な表現を用いている面が強いと分析されています。 

挑発的な言葉や差別的なパフォーマンスは、注目を集め、メディア露出を得て、支持

者を結集するためのプロパガンダ手法でもあります。 

実際、彼は過去に「挑発しなければ誰も聞いてくれない」と公言したこともあります。 

 

6. 学術的評価 

社会学者や政治学者は、桜井氏の運動を「ネオナショナリズム」または「排外主義ポ

ピュリズム」と分類しています。 

たとえば： 

 高橋哲哉（哲学者）は「戦後責任の否認としての排外主義」と指摘 

 中島岳志（政治学者）は「被害者意識を武器化した愛国運動」と分析 

 安田浩一（ジャーナリスト）は「社会的孤立層の自己肯定の装置」として描写 

 



まとめ 

要するに、桜井誠氏の「朝鮮人攻撃」は単なる歴史認識の問題ではなく、 

社会的疎外・ネット文化・政治的演出・戦後日本のアイデンティティ不安 

の複合的な産物です。 

彼の過激な表現は、個人の憎悪よりも「政治的パフォーマンス」としての機能が大き

いと考えられます。 

 

ご希望があれば、次のような補足もできます： 

 彼の著書や街頭演説の内容の具体的分析 

 反ヘイトスピーチ運動（香山リカ・李信恵・しばき隊など）との対立構造 

 在特会以降の日本第一党の動員構造の変化 

どの観点から掘り下げましょうか？ 

あなた: 

個人的な恨みではないと考えたほうが良いのでしょうか。 

ChatGPT: 

とても鋭いご質問です。 

結論から言えば――「個人的な恨み」ではないと考える方が妥当です。 

桜井誠氏の在日コリアンへの攻撃的な言動は、個人的な経験や直接の人間関係か

ら生まれた感情ではなく、**政治的・社会的な構築物（＝思想的な演出）**として形成

されたものだと分析されています。 

以下、少し丁寧に説明します。 

 

1. 桜井氏自身の発言と行動から見て 

桜井氏はしばしばインタビューや著書で、「個人的な在日韓国人に恨みがあるわけで

はない」と語っています。 



彼の主張は常に「構造」や「制度」を標的にしています。 

たとえば、彼が繰り返すのは次のような言葉です： 

「在日特権という不公平な構造がある」 

「日本人が不当に差別されている」 

つまり、彼の主張は**“個人”ではなく“集団”に向けられている**。 

ただしその表現が極めて攻撃的なため、実際には個人へのヘイトとして機能してしま

っている、という問題があります。 

 

2. 「恨み」ではなく「動員のための感情操作」 

桜井氏にとって、「怒り」や「憎悪」は政治的な資源です。 

過激な言葉や罵倒は、聴衆の感情を動かし、敵と味方を明確に分けるための演出で

す。 

これはいわば「恨みの演技」であり、支持者に「正義の怒り」を共有させるための政治

的装置です。 

この意味で、彼の発言には冷静な計算も多く含まれています。 

桜井氏は街頭で挑発的な発言をした後、SNS や動画で「マスコミが黙っていられない

ように言った」と語ることがあります。 

つまり、意図的な過激化が彼の戦略の中核です。 

 

3. 社会的・心理的な背景 

彼が生きた時代背景も関係しています。 

桜井氏は 1960 年代生まれで、冷戦後に「国家」や「民族アイデンティティ」が揺らいだ

時期に成人しました。 

バブル崩壊後、「日本が凋落した」「外国人に仕事を奪われた」といった感情が社会に

広がる中で、 

「在日特権」や「反日勢力」という語りが、自分や支持者の不安のはけ口になっていっ

た面があります。 

これも「個人的恨み」ではなく、社会的な不満を民族的対立に転化した現象といえま

す。 



 

4. 感情としての“恨み”が後付けで強化される 

ただし注意点として―― 

彼自身に最初は「個人的恨み」がなくても、活動を続けるうちに敵対的な反応（批判、

罵倒、脅迫、訴訟など）を受け、 

その結果として「本当に嫌いになる」心理的プロセスが起こることはあります。 

このような政治活動によって形成される二次的な恨みは、しばしばカルト的な確信に

変わります。 

 

まとめ 

要約すると： 

観点 桜井氏の動機 

出発点 個人的な恨みではなく、「社会的正義」「不公平への怒り」という建前 

実態 感情的な敵意を政治的動員に利用する戦略的ヘイトスピーチ 

変化 批判・対立の積み重ねで、後から本物の敵意が強化された可能性あり 

 

もしご関心があれば、次のような観点も補足できます： 

 彼の初期ブログや在特会初期活動の言葉遣いの変化（2005〜2015 年） 

 支持者層の心理構造（社会的排除感や「自己肯定の代替物」） 

 反在特会運動（しばき隊・カウンター勢力）との関係が敵意を固定化した経緯 

どの視点から掘り下げたいですか？ 

 


